
で

経 営 理 念

一．暖かい心と笑顔で、利用者の立場に立った満足度の

高いサービスを提供します。

一．利用者の皆様が、生きがいのある安全で安心した

生活が送れるよう自立を支援します。

一．地域との連携により、熟年者等の福祉・健康づくり

を推進します。

一．専門的な知識と技術と至誠のある職員を育成します。

令和4年7月1日 発行 第75号

〒１３４－８６２５ 東京都江戸川区北葛西４－３－１６

職員による手作り装飾です！



令
和
三
年
度
事
業
報
告(

概
要
）

東
京
清
音
会
の
令
和
三
年
度
決
算
及
び
事
業
報
告
等

は
五
月
開
催
の
理
事
会
及
び
、
六
月
開
催
の
評
議
員
会

に
お
い
て
決
議
さ
れ
た
。

施
設
経
営
に
あ
た
っ
て
の
「
法
人
の
ビ
ジ
ョ
ン
」

及
び
「
経
営
理
念
」
に
沿
っ
た
基
本
方
針
・
事
業
計
画

に
基
づ
き
次
の
事
業
サ
ー
ビ
ス
活
動
を
行
っ
た
。

一

事
業
経
営
の
実
績

○
特
養２

月
中
旬
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
ク
ラ
ス
タ
ー
が
４
階
で
発
生
し
、
入
院
者

も
秋
ご
ろ
か
ら
増
加
し
た
が
、
辛
う
じ
て
目
標
値

に
達
成
し
た
。

〇
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
伴
う
緊
急
事
態
宣
言

発
令
に
よ
る
受
け
入
れ
の
休
止
、
ま
た
特
養
の
ク

ラ
ス
タ
ー
発
生
に
伴
う
休
止
も
あ
り
、
目
標
利
用

率
を
達
成
で
き
な
か
っ
た
。

○
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

一
般
・
認
知
症
通
所
介
護
に
つ
い
て
は
、
施
設

内
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り

事
業
を
休
止
し
た
。
目
標
利
用
率
に
達
し
な
い
月

も
あ
っ
た
が
一
般
通
所
介
護
は
目
標
利
用
率
に
達

し
た
。
認
知
症
通
所
介
護
は
目
標
利
用
率
に
は
達

し
な
か
っ
た
。
収
入
に
つ
い
て
は
一
般
通
所
介
護

が
前
年
を
上
回
り
、
認
知
症
通
所
介
護
は
下
回
っ

た
。

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

地
域
で
暮
ら
す
熟
年
者
か
ら
の
保
健
・
医
療
・

福
祉
・
認
知
症
な
ど
の
様
々
な
相
談
に
対
応
し
た
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
と
連
携
を
図

り
利
用
者
増
と
な
っ
た
。

○
居
宅
介
護
支
援
事
業

医
療
依
存
度
の
高
い
ケ
ー
ス
や
困
難
ケ
ー
ス
を

積
極
的
に
受
け
入
れ
、
プ
ラ
ン
作
成
に
努
め
た
結

果
、
プ
ラ
ン
数
は
増
と
な
っ
た
。

二

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
と
向
上

（
１
）
安
全
対
策

ア

事
故
予
防
対
策

事
故
予
防
対
策
と
し
て
「
事
故
発
生
の
防
止
及

び
、
発
生
時
の
対
応
指
針
」
に
基
づ
き
、
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
が
核
と
な
り
職
員
へ
の
周

知
徹
底
・
教
育
を
図
っ
た
。

イ

感
染
症
管
理
対
策
の
実
施

「
施
設
内
の
集
団
生
活
の
場
で
の
感
染
症
の
予

防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
指
針
」
お
よ
び

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
加
え
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

基
づ
き
、
感
染
症
対
策
委
員
会
が
核
と
な
り
関
係

職
種
の
職
員
が
連
携
し
、
予
防
接
種
の
実
施
、
毎

週
１
回
の
職
員
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
及
び
流
行
期

に
吐
物
等
の
適
正
な
処
理
や
マ
ス
ク
・
手
洗
い
・

う
が
い
等
の
予
防
対
策
を
実
施
。
感
染
症
の
予
防

に
努
め
た
。

ウ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ク
ラ
ス
タ
ー
対
応

感
染
症
対
策
委
員
会
を
都
度
開
催
し
、
関
係
機

関
と
連
携
し
、
各
種
対
策
を
講
じ
た
。
医
療
機
関

で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
に
入
っ
た
全

て
の
利
用
者
・
職
員
が
陰
性
に
な
る
ま
で
実
施
し
、

管
理
医
師
の
ク
ラ
ス
タ
ー
終
息
の
判
断
ま
で
対
応

し
た
。
ま
た
、
東
京
都
の
補
助
金
と
し
て
、
陰
圧

ブ
ー
ス
、
職
員
ホ
テ
ル
宿
泊
費
用
の
補
助
等
の
助

成
を
受
け
た
。

※

詳
細
は
「
苑
内
感
染
の
ご
報
告
」
参
照

エ

身
体
拘
束
廃
止
へ
の
取
組
み

身
体
拘
束
廃
止
委
員
会
が
核
と
な
り
連
携
し
た

が
、
身
体
的
事
情
に
よ
り
４
点
柵
で
対
応
し
た
方

が
い
た
が
、
介
護
の
工
夫
に
よ
り
現
在
は
身
体
拘

束
解
除
と
な
っ
て
い
る
。

オ

災
害
対
策

感
染
症
防
止
対
策
の
た
め
、
参
加
型
の
訓
練
を

控
え
文
書
に
よ
る
訓
練
を
中
心
に
行
っ
た
。
「
優

良
防
火
対
象
物
認
定
審
査
」
の
更
新
審
査
の
た
め
、

火
災
避
難
訓
練
、
書
類
審
査
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
施

設
内
の
立
入
り
調
査
を
実
施
し
た
。

（
２
）
利
用
者
へ
の
医
療
対
策

ア

医
療
・
看
護
体
制

管
理
医
師
を
中
心
に
非
常
勤
医
師
に
よ
る
週
五

回
の
健
康
管
理
体
制
を
実
施
し
た
。
協
力
医
療
機

関
と
連
携
し
て
の
入
院
治
療
及
び
専
門
外
の
診
療

科
へ
の
受
診
・
往
診
等
に
よ
り
、
利
用
者
の
疾
病

予
防
及
び
治
療
に
努
め
た
。



で

イ

看
取
り
介
護
の
実
施

｢

看
取
り
介
護
に
関
す
る
指
針
」
に
基
づ
き
、

最
期
の
時
ま
で
穏
や
か
に
過
ご
し
て
頂
け
る
よ
う
、

利
用
者
本
人
の
意
思
及
び
家
族
の
意
向
を
最
大
限

に
尊
重
し
、
看
取
り
介
護
を
実
施
し
た
。

ウ

褥
瘡
予
防
へ
の
対
応

｢

褥
瘡
対
策
指
針
」
に
基
づ
い
て
、
看
護
・
介

護
職
を
中
心
に
早
期
の
褥
瘡
・
皮
む
け
発
見
・
予

防
及
び
治
癒
に
努
め
た
。

三

事
業
運
営
の
透
明
性
の
確
保

（
１
）
財
務
諸
表
等
の
公
表

法
令
に
基
づ
き
、
情
報
公
開
、
情
報
開
示
と
し

て
、
施
設
内
掲
示
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
定
款
・

役
員
報
酬
規
程
、
事
業
報
告
・
決
算
報
告
書
、
現

況
報
告
書
を
公
表
す
る
な
ど
、
経
営
の
透
明
化
に

努
め
た
。

（
２
）
第
三
者
評
価
の
実
施

第
三
者
評
価
機
関
に
よ
る｢

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第

三
者
評
価｣

を
実
施
し
た
。
調
査
結
果
を
う
け
て

関
係
各
委
員
会
に
お
い
て
次
年
度
に
引
き
継
い
で

改
善
へ
の
取
り
組
み
を
行
う
予
定
。

（
３
）
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表

令
和
三
年
十
月
に
基
本
調
査
書
を
提
出
し
、
令

和
三
年
十
一
月
に
基
本
的
な
施
設
情
報
お
よ
び
調

査
情
報
を
「
と
う
き
ょ
う
福
祉
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ

ン
」
に
公
表
し
た
。

四

地
域
と
の
連
携
強
化

（
１
）
地
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
推
進

地
域
行
政
機
関
・
団
体
及
び
地
域
住
民
等
の
多

様
な
社
会
資
源
と
協
働
し
な
が
ら
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
総
合
的
な
介
護
予
防
・
支
え
合
い
を
実

践
す
る
た
め
、
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た

地
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
実
施
し
た
。

（
２
）
地
域
へ
の
貢
献
活
動

前
年
度
ま
で
は
地
域
の
熟
年
者
福
祉
団
体
（
お

し
ゃ
べ
り
ク
ラ
ブ
）
に
施
設
・
設
備
を
開
放
し
て

い
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

伴
い
、
感
染
予
防
の
為
、
当
苑
で
の
活
動
は
控
え

て
頂
い
た
。

（
３
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
実
習
生
等
の
受
入
れ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の
た
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
、
一
時
的
に
休
止
し
た
期

間
も
あ
っ
た
。
前
年
に
引
き
続
き
「
感
謝
の
集

い
」
、
ま
た
小
学
校
・
園
児
等
の
訪
問
に
つ
い
て

も
、
感
染
防
止
の
為
中
止
し
て
い
る
。
養
成
校
等

の
実
習
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
少
子
化
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
で
、
今
年
度
も

前
年
度
と
比
べ
て
も
か
な
り
減
少
し
た
。

五

苦
情
へ
の
対
応

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
家
族
懇

談
会
等
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
っ
た

が
、
個
別
相
談
、
利
用
者
懇
談
会
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
、
第
三
者
評
価
等
を
通
じ
て
苦
情
等
の

把
握
に
努
め
た
。
特
養
及
び
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
苦
情
申
出
は
な
か
っ

た
。
第
三
者
委
員
に
つ
い
て
は
、
感
染
防
止
の

為
、
活
動
を
休
止
し
た
。

六

人
材
育
成
・
専
門
性
の
向
上

職
場
内
の
人
材
育
成
と
職
員
の
介
護
技
術
・

専
門
知
識
の
向
上
を
図
る
為
、
各
種
の
施
設
内

研
修
十
八
回
（
延
べ
三
〇
一
名
）
、
外
部
研
修

九
回
（
延
べ
六
十
四
名
）
を
実
施
し
た
。

七

各
種
修
繕
・
備
品
更
新

・
特
殊
浴
槽
更
新

（
赤
い
羽
根
共
同
募
金

令
和
三
年
九
月
）

・
厨
房
内
空
調
機
器
更
新
工
事

（
令
和
三
年
七
月
）

・
洗
濯
場
汚
物
除
去
機
更
新
工
事

（
令
和
三
年
七
月
）





暖心苑（特別養護老人ホーム）では、予防対策に注意を払っていましたが、２月中旬より新型コロ

ナウイルス感染症によるクラスターが4階フロアで発生しました。4階利用者26名のうち22名が感

染しました。（内訳：２名の方が死亡、１名の方が入院後退所、19名の方は苑内療養）４階職員も

14名中10名感染し、家庭内感染もあり、職員の感染は21名でした。

管理医師の指示・指導を仰ぐとともに、感染症対策委員会を開催し、関係機関と連携し、対策にあ

たりました。４階と他の区域を分離・隔離すること（ゾーニング＝レッドゾーンの設定）を基本とし

て、他の階への拡散防止に努めました。

具体的には、①４階対応職員の選定および非対応職員との動線分離 ②実施業務の厳選 ③各種対応

物品の配置配布・使用・追加購入 ④レッドゾーンからの排出物の取扱い、廃棄手順の徹底(使用物品

の廃棄・回収・衣類等の洗濯など)、衣食住の対応 ⑤日々の健康観察 ⑥接触の可能性の高い利用者及

び職員への医療機関でのＰＣＲ検査の実施 ⑦発症利用者への医療処置(経口抗ウイルス薬「モルヌピ

ラビル」の服用、バイタル測定等) ⑧希望する直接介護等実施職員のホテル宿泊手配等を実施して対

応しました。

最終的にレッドゾーンに関連した利用者および職員が全て陰性になるまで、医療機関でのＰＣＲ検

査を実施し、管理医師の判断を得て、４月１日に隔離解除することができました。

今回の経験を通じて、組織としての機能的な対応及び必要な物品や機材等の準備・備蓄・調達など、

学んだことを貴重な教訓として活かしてまいります。

長らくお勤めいただいた、児玉成一評議員（ご家族代表）

が退任されましたので、新たに木村順子評議員が6月15日

に行われました評議委員会終了とともに、就任されました。

宜しくお願い致します。

ご利用者の、内田貴美枝様と

大島ぬい様が100歳を迎えました。

おめでとうございます！

今後も笑顔多く生活していただ

けるよう、お手伝いができればと

思います。

白百合保育園の皆様に、とても素

敵なお花をプレゼントしていただき

ました。

ありがとうございました！



施設の感染拡大中、

デイサービス事業が約１か月

間休止になった時、利用者全

員・スタッフの願いを込めて、

感染状況が１日も終息できる

よう制作しました。

ご利用者の大塚貞子様

１００歳"百寿"のお祝いをしました。

ふれあい庭園にて梅を収穫。

梅シロップを作りました。

梅ジュース楽しみです！

メダカの飼育を

始めました♪

車の老朽化に伴い車輛の入替えをしました。

ご利用者からは「新車の匂い！乗り心地が

良い！」と、好評です。

くつろぎの間では型にはまった活動はなく、お一人お一人の興味、関心を探り、

楽しみのある場を提供し、皆様に有意義な一日を過ごしていただけるように努めています。

手のリハビリを兼ね、

手作業では季節ごとに

吊るし飾りや壁画作成

をしました。

出来上がったものは目

に触れ楽しんでもらえ

るよう、あちらこちら

に飾っています。

年齢と共に転んだり、つまづきやすくなるも

のです。グループ体操やリハビリで運動習慣

を身につけ、楽しく体を動かしています。



【機能訓練室より】

暖心苑では、要介護になるリスクの高い65歳以上の方を対象にご自宅でも行える運動プログラム

を提供し、「今まで以上にいきいきと自立した生活の維持向上」を目標に行っております。その一つ

に、「転倒予防に効果的な筋力トレーニング」を紹介いたします。

※「歩行スピードが遅くなった」「階段の上り下りが辛い」「歩幅が狭くなってきた」「すり足に

なってきた」など思い当たる方は転倒により要介護状態に繋がるリスクが潜んでいるので注意が

必要です。

【転倒予防に効果的な筋力トレーニング】

（お尻の筋肉：大臀筋）

全身の筋肉で2番目に大きく「立ち上がる動作」や「きちんと座る動作」に欠かせない。

首から下のすべての筋肉の大黒柱。

①仰向けに寝て片足は床につける。

②もう片足は膝を伸ばしてゆっくり上げたまま、

お尻を持ち上げて3～5秒キープします。

転倒予防としても、腰痛改善のためにもできるだけ体操の習慣をつけていくことを心掛けましょう！

トマトの赤い色素成分「リコピン」はカロテノイドの一種で、高い抗酸化作用があ

り、免疫力アップや発がんを抑える効果があるといわれています。またフラボノイドの一種「ル

チン」も含まれています。ルチンには抗酸化作用のほか、血流を改善したり毛細血管を丈夫にす

る働きがあるので動脈硬化の予防に期待できます。粘膜や皮膚を強くし風邪予防に作用するβカ

ロテンや、余分なナトリウムの排出を促すカリウムも比較的多く含まれています。

【効 能】

・ナスとひき肉のトマトカレー ・夏野菜のトマト煮

・ナスとトマトのジュレ ・トマトのナムル

・豆腐ハンバーグ トマトソースがけ 他スープ等に使用

※左右の足で3～5秒キープ5～10回

（注意）きついと感じたら無理をしないで途中でやめましょう。



様のご家族へ

社会福祉法人 東京清音会

特別養護老人ホーム 暖心苑

暖心苑デイサービスセンター

暖心苑さわやか相談室指定居宅介護支援事業所

北葛西 熟年相談室 暖心苑

〒１３４－８６２５

東京都江戸川区北葛西４－３－１６

TEL ０３－３８７７－０１００（代表）

FAX０３－３８７７－０１８８

TEL ０３－３８７７－０１８１（北葛西 熟年相談室 直通）

http://www.danshinen.org

特養常勤 ①介護職員 ②看護職員

《 資格 》

①ヘルパー1級・実務者研修以上

②看護師

《 勤務時間 》

①日勤 9 ：30～18：30

早番 7 ：00～16：15

遅番 11：00～20：00

夜勤 17：30～9：45

②日勤 9 ：30～18：30

夜勤 17：30～9：45

《 給与 》

①◆専門・短大卒・介護士 220,000～

（諸手当含む）

◆大学卒 230,000～（諸手当含む）

②296,000～

（オンコール３回・夜勤２回等諸手当含む）

《 待遇 》

◆夜勤手当・交通費・住宅手当等有り

◆社会保険完備、退職金制度・有給休暇有り

◆賞与年２回（前年度実績4.0か月）、昇給有り

◆特定処遇改善加算・処遇改善加算金有り

◆経験加算有り

特養非常勤

①介護職員 ②看護職員

《 資格 》

①初任者研修・ヘルパー2級～

②看護師

《 勤務時間 》

①日勤 9 ：30～18：30

早番 7 ：00～16：15

遅番 11：00～20：00

②日勤 9 ：30～18：30

◆勤務時間・日数は相談に応じます

給与 ①時給1,070円～（資格により）

②時給1,910円

◆その他各専従勤務（早番・遅番・夜勤・

入浴）も募集しております

◆特定処遇改善加算・処遇改善加算金有り

特養非常勤 短時間勤務（介護）

《 資格 》

未経験者・無資格者の方も可

◆シーツ交換、その他

間接的な介護

◆勤務時間・日数は相談に応じます

給与 時給1,050円

◆特定処遇改善加算・処遇改善加算金有り

特養・短期入所生活相談員

《 資格 》

介護福祉士・社会福祉士

介護支援専門員のいずれか

《 勤務時間 》

9 ：30～18：30

《 給与 》

◆法人規程に基づく※経験加算あり

《 待遇 》

◆各種手当有り

◆社会保険完備、退職金制度・有給休暇有り

◆賞与年２回（前年度実績4.0か月）

昇給有り

◆特定処遇改善加算・処遇改善加算金有り

予め電話連絡の上、履歴書

(写貼)郵送又は持参下さい。

面接日設定は後日法人より

連絡致します。

お問い合わせは

電話:０３（3877）0100

採用担当: 事務長 佐藤 まで

深津 康二

藍野 勇

井上 伸一

高宮 正春

川島 卓馬

野上 美夏

利用者担当 （ ／ ）

3F特養介護職員

大橋 美和子
（R4.5.1より入職）

2F特養介護職員

廣山 修二
（R4.6.24より入職）


